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山に、登ろう。

ラ
ー
と
い
う
太
陽
光
の
柱
が
見
ら
れ

る
日
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
朝
夕
の
空

気
感
の
違
い
で
も
景
色
が
変
わ
っ
て

見
え
た
り
、
標
高
に
よ
っ
て
草
花
や

会
え
る
動
物
も
異
な
る
の
で
、
ど
ん

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
登
山
し
て
も
間
違

い
な
く
楽
し
め
ま
す
。」

8 月 11 日は「山の日」、26 日は「火山防災の日」と、8 月は
山に関連する暦

こよみ
が続きます。

浅間山の登山口を有し、毎年多くの登山客で賑わう小諸
市。浅間山域の大自然を身近に味わえるのが、大きな魅
力の一つです。
今回、小諸市営火山館の館長である小林正人さんから、山
の魅力と登山する上での注意点など、お話を伺いました。

問　商工観光課 商工観光係（登山・火山館に関すること）
問　危機管理課 危機管理防災係（火山防災に関すること）

小諸市営 火山館 
館長
小林 正人 さん

　
小
林
館
長
が
山
に
登
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
バ
ッ

ク
カ
ン
ト
リ
ー
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
と
の
こ
と
で
、
昔
は
乗
鞍
岳
や

草
津
の
方
も
よ
く
登
っ
て
い
た
と
言

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中「
浅
間
高
峰

は
冬
を
除
き
、
ほ
ぼ
毎
週
末
登
っ
て

い
ま
し
た
。」と
い
う
小
林
館
長
。
毎

週
登
る
ほ
ど
の
魅
力
が
あ
る
浅
間
高

峰
山
域
。
そ
の
見
ど
こ
ろ
は
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。
小
林
館
長
は
続
け
ま

す
。「
登
る
季
節
・
時
間
・
天
気
・
気
温
、

行
く
た
び
に“
山
の
色
”
が
違
う
こ
と

が
、
一
番
の
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
夏
山
は
緑
が
青
々
と
し
て
い
ま

す
し
、
秋
に
は
紅
葉
と
雪
景
色
を
同

時
に
楽
し
め
た
り
、
冬
に
は
サ
ン
ピ

－ その先にある、非日常。－

【小諸市営 火山館】
休憩所・避難シェル
ター・資料展示室な
どを備えた、浅間山
登山道中の施設です。

浅間・高峰の山々は美しい景観を
楽しめますが、浅間山は日本有数
の活火山であることも、忘れては
なりません。市公
式 LINE などから、
最新の情報を入手
しましょう。
登録はコチラ▶

噴火警戒レベルを
確認しましょう

登山する時に
気をつけたいこと
浅間山域は気軽に登山を楽しめる環
境にあり、大自然に触れられる機会も
多いです。しかし準備や情報確認を
怠ると、命の危険を伴うこともあり
ます。左記にて登山する時の注意点
を紹介しますので、ご参照ください。

❶

❷ ❸

草すべりからの浅間山

01

　
近
年
、
無
謀
な
登
山
客
や
遭
難
し

て
山
岳
救
助
を
要
請
す
る
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ

の
浅
間
高
峰
山
域
で
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
自

然
が
相
手
で
あ
る
以
上
、
い
つ
何
が

楽
し
い
か
ら
こ
そ

気
を
つ
け
た
い「
山
」
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【写真】（撮影：小諸魅力表現ディレクター 蕨
わらびの

野 真衣さん）
天狗温泉浅間山荘で開催された、毎年恒例の浅間山開きの様子
です。小諸市は浅間山の登山口を有し、これからのシーズンは
多くの登山客で賑わいます。
その一方、注意しなくてはならないのがクマクマなどの野生鳥獣野生鳥獣。
登山中だけではなく、日常生活でも被害を被る恐れがあり、全国
各地でも被害が多く報告されています。本特集ではクマを中心と
する野生鳥獣との関わり方や狩猟に関する情報をお伝えします。

【トピックス】
【特集】野生鳥獣との関わり方を考える。p.02

小諸市職員採用試験のご案内p.08

小諸市の教育のあり方を考える
　シンポジウムを開催しました

p.10

野生鳥獣との関わり方を考える。
特集

浅間山開き浅間山開き5/85/8


